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Si ビジョン-LivePad ユーザー意見交換会（抜粋） 
 

開催日：2025 年 11 月 28 日（金） 17:00 〜 18:00 
形 式：Microsoft Teams によるオンライン会議   
参加者：車両技術担当（以下_車両）、医療機械技術担当、製本工場保全担当（以下_工場）   
ゲスト：Soundtec 社_ドイツ（以下_招待）   
司 会：SV ジャパン (以下_司会) 
参 考：騒音動画 http://svjapan.co.jp/download/factory_noise_video_01.mp4 

音源特定 http://svjapan.co.jp/download/factory_noise_video_02-1.mp4 
ご視聴には、低域再生が可能なヘッドフォンの使用を推奨いたします。 

 
【司会】早速ですが、Si ビジョンや LivePad システムについてご意見をいただきたいと思います。 

どのような点にメリットがあるのか、どのような点がデメリットになるのか、忌憚のない 
ご意見をお願いいたします。 

 
【車両】私のグループでは、クラッチなどの油圧系部品を扱っていて、その異音絡みで Si ビジョンを

使っています。騒音や振動も見ますが、実際には異音のケースが多いですね。 
 

【司会】他とは異なる使い勝手などの優位性はございますか？ 
 
【車両】Si ビジョンの一番のメリットは、やはり分かりやすい点だと思います。 

ビジュアル的に色で問題点を示せるので、関係者間での認識共有が非常に早い。 
通常の計測器だと、スペクトルの読み方や分解能の設定など、ある程度の知識が必要になり
ますから。 
 

【司会】専門的な知識がない方にも説明しやすい、ということですね。 
確かに、騒音計ひとつ取っても、正しく使いこなすにはそれなりの知見が必要になります。 

 
【車両】Si ビジョンは、再生画面を見るだけで、聴感上の違和感とその物理的要因の関係を直感的に

把握できますし、スマホで収録した動画や音声ファイルをそのまま使える点もメリットだと
思います。また、御社から勧められたように、補助的に Audacity や SoundEngine を使うこと
もあります。 

 
【司会】スマホといえば、最近はスマホを使った、比較的簡単に扱えるソリューションも増えてきま

したね。 
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【車両】そうですね。 
しかし、さっき言ったことと少し矛盾しますが、個人的には「簡単さ」ばかりを強調される
と引いてしまいます。いろいろな立場の人と認識を共有するという意味では、簡単に使える
ことが大切ですが、機能が多くて複雑でも、目的に対してどの指標で、どう判断するのか、
なぜそうなるのかという道筋が見えていれば、それで良いと思っています。 
その点、Si ビジョンは最初から「何を問題にするのか」「どの成分を見るのか」という考え
方が分かりやすくて、現場では判断が早いと感じています。 

 
【司会】弊社も営業トーク的に「簡単さ」を前面に出した説明をしてしまうことがありますが、クラ

イアントの皆さまからは「なぜそうなるのか」というご質問をいただくことが多いですね。 
 
【車両】その結果に至る根拠が分からないと、結局は使わなくなってしまうし、信頼できません。 

スマホか PC かという話ではなく、問題をどう切り分け、どう共有するのかが、きちんと理解
されているかどうかが重要だと思います。 

 
【司会】Si ビジョンの短所・デメリットはいかがでしょう？ 
 
【車両】そうですね、これは短所とは違いますが、Si ビジョンの画面を最初に見たときは⼾惑いまし

た。一度説明をいただければ簡単ですが、最初の印象だけで利用をやめてしまう人はいるか
もしれませんね。 

 
【司会】確かに、Si ビジョンは機能性を重視しているため、メインディスプレイに抵抗感があるとい

うご意見をいただくことはございます。 
次に実際の応用例について伺いたいと思います。 
工場の異常音について近隣住⺠から苦情がきたとのことですが、経緯を教えてください。 

 
【工場】弊社の裏のマンションより、工場の方から 夜間ゴーという音がするという苦情で、前任者の

頃からずっと指摘を受けていて、マンション側とお話し合いが続いていました。工場は、24
時間稼働していて、 ゴー音を消して、夜間の騒音レベルを 50dB(A)以下にしてほしいという
ことでした。騒音動画：http://svjapan.co.jp/download/factory_noise_video_01.mp4 

 
【司会】それがマンション側の要求条件だったのですね。 
 
【工場】工場の設備をすべて停止した状態でも、同じ音、同じ音量が出ていました。 

そのため、本当に工場の音なのかも疑問でした。 
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【図 1 】工場・マンション配置図 
 
【工場】工場に隣接している地表での測定では 50dB(A）以下で問題ないのですが、マンションの 5 階

住居前や踊り場付近で測定したとき問題の音がして、夜間 54dB（A）でした。 
 
【司会】つまり工場にある機械設備は停止しているのに、夜間、騒音もしくは異常音が発生していた

ということですね。 
 
【工場】はい。マンション周辺に騒音計を配置して、調査したのですが、マンションの 5 階で確かに、

クレームとなっている ゴーっという大きな音が鳴っていました。 
 
【司会】地階は問題がなく、5 階付近のみで問題の騒音が発生している。そして、50dB(A)以下にする

必要があったわけですね。 
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【工場】われわれは、自分たちの工場が原因ではないと考えていたのですが、状況証拠からすると、
どう見ても弊社が原因だと思われてしまう状況でした。ボイラー室などマンション内の騒音
調査もしたのですが、騒音調査だけではわからなくて...。 

 
【司会】これ（図１）を拝見すると、原因はともかく、騒音が空からマンション５階へ伝搬している

ようにも見えますね。 
 
【工場】最初は、御社から音響カメラ（音源探査システム）をお借りするつもりだったのですが、 

Si ビジョンで探す方が早いというアドバイスをいただいたのでスマホで取得したファイルを
もとに Si ビジョンでゴー音を確認しました。 
 

【司会】騒音計等のアプローチを一旦おいて、ゴー音にフォーカスされたわけですね。 
 
【工場】Si ビジョンでみると ゴー音は 82Hz でフィルターをかけて、住⺠の方にも確認をいただきま

した。以前も周波数分析はしたのですが、Si ビジョンの場合、問題成分を ピンポイントです
ぐに消せるので問題がはっきり確認できました。 
音源特定：http://svjapan.co.jp/download/factory_noise_video_02-1.mp4 

 
【司会】それで、LivePad を使い、そのゴーという騒音が本当に工場から発生しているのかマンション

各所、工場周辺、工場内の排気口やダクトなどを調べられたわけですね。 
 

    
【図 2 】 Si ビジョン LivePad_実測風景 
 
【工場】はい。LivePad を携帯して、赤線（82Hz ピーク成分）が一番大きくなる場所を探していきま

した。少し細かなお話をすると、工場の天井を伝っているダクトには 2 種類あり、1 つは製本
で使うホットメルトの油煙を外に逃がすダクトがあります。 
２つめは製本で三方断裁と呼ばれる工程があるのですが、そこで切り落とされた紙屑を集塵
室で吸い上げ、ダクトを通って集塵室に送っています。 
両方ともファンを停止させて調査しました。 
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【工場】脚立を用意して、天井も調べました。もちろん工場内の機械は止めています。 
 
【司会】わたしたちもお伺いした状況から当初、ダクトを疑いました。 

とにかく、あらゆる可能性をつぶしていかれたわけですね。 
 
【工場】Si ビジョンの赤線（の大きさ）だけを頼りに、LivePad でさがしまくりました（笑） 

その結果、故障で停止しているはずの煙突部のファンが電動で回転していることが判明しま
した（図 3）。こちらの電源を切って各地点で測定するとゴー音は消えて、5 階の騒音レベル
も 50dB(A)以下になりました。 

 
【司会】Si ビジョンで示される赤線（ここでは 82Hz）はヒトに聞こえる純音成分を意味しており、 

音源に近接するほど、ヒトに聞こえるゴー音と赤線のレベルが同時に大きくなるわけですね。 
 
【工場】ファンがこれほど大きな騒音を出すとは思いませんでした。もっと早く Si ビジョンを利用 

していたらよかったのですが。マンション側には、こちらの報告書と撮影したスマホ動画を
提出させていただきました。住⺠の方へ工場が原因でないと断言しなくてよかった（笑） 

 
【司会】ドイツでもこのような工場騒音や異常音のクレームはあるのでしょうか？ 
 
【招待】工場の環境騒音に対するクレームは、ドイツでもあります。 

住⺠からの苦情ということでは、鉄道の⾛⾏音がうるさいといったケースもありましたね。
以前、日本の防振材メーカからの依頼で、騒音が鉄道車両の車輪に起因するのか、それとも
線路側に起因するのかを切り分ける騒音対策の調査を SVJapan と一緒に（ドイツ国内で）⾏
ったことがありました。ただ、今回のように、集合住宅の 5 階付近で受ける騒音クレームと
いうのは、聞いたことがないですね。 

 
【司会】なるほど。工場に隣接したマンションの騒音クレームは、日本独自の問題かもしれませんね。 

いずれにしても、問題が解決してよかったです。 
煙突付近のファンがあれだけの騒音をだしていたのは、わたくしどもも意外でした。 
地元の企業として近隣住⺠のクレームへも誠実な対応をされておられることは非常に印象的
で感動いたしました。あらためて、Si ビジョンと LivePad の威力もよくわかりました。 
ミステリーと同じで、わかってしまえば、なんだ、そんなことかと、結果論で語れますが、
そこに直線で至るツールは、それほど多くないのかもしれません。 
ご紹介をいただきありがとうございます。 
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【図３】 Si ビジョン LivePad_実測風景 
 


